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株式会社ビジネス社（東京都新宿区 代表取締役：唐津隆）は、新刊書籍『われわれが習近平体制と命

がけで闘う 13 の理由 中国の知識人による決死の「内部告発」』を 2020 年 7 月 1 日に発売いたしました

（電子書籍も同時発売）。ぜひ、貴メディアにてご紹介いただけますと幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著者：金文学(きん・ぶんがく) 比較文化学者。1962年、中国の瀋陽で韓国系中国人3世として生まれる。85年、東北師範大

学卒業。91年に来日し、同志社大学・京都大学大学院を経て2001年、広島大学大学院博士課程修了。現在は日本に帰化し、日

中韓3国で執筆、講演活動中。著書は日中韓3国で90冊以上に及ぶ。   
 

【お問い合わせ先】 株式会社ビジネス社 広報担当：松矢〒162−0805 東京都新宿区矢来町１１４番地 神楽坂高橋ビル５F 

E-mail : matsuyapress@gmail.com 携帯: 09072611982 TEL03-5227-1602 / FAX 03-52271603 

ビジネス社 

PRESS RELEASE 
2020 年 7 月 新刊発売のご案内 

著者への取材、企画ご協力、読者プレゼントご対応も承ります。 

『われわれが習近平体制と命がけで闘う 13 の理由 

中国の知識人による決死の「内部告発」』 

新型コロナ禍は完全に「人災」である！――北京大学、清華大学教授から 

世界的作家まで、初めて日本に届けられた怒れる中国人の生の声！ 
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◆ベストセラー作家、井沢元彦氏激賞! 

「中国の良識、ここにあり！」 

中国生まれで日本に帰化した比較文化学者、金文学が中国本土で怒りの声

を上げるエリートたちを取材。これまでにない中国在住者による本物の中国

分析本登場の登場です。 

世界的に著名な北京大学の賀衛方教授、ノーベル文学賞候補として常に名

前が上がる作家の閻連科、「経済界の魯迅」とも呼ばれる 90 歳を超えてなお

発言し続ける茅于軾、清華大学の女性社会学者である郭于華教授、元中国

人民大学教授で「中国共産党は 21 世紀のナチス」だとずばり喝破する周孝

正、閻連科同様ノーベル文学賞候補の常連で「中国のカフカ」と呼ばれる女

性作家の残雪などなど、本書でしか知ることができない中国人の本当の声を

是非聞いてください。 
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